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官民連携手法による
公的資産マネジメント

（4）市場化テストの概要及び活用事例

２　

�

市
場
化
テ
ス
ト
実
施
の�

手
順

　　

以
下
に
て
、
市
場
化
テ
ス
ト
実
施

の
手
順
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

市
場
化
テ
ス
ト
実
施
の
手
順
は
大

き
く
❶
国
が
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革

基
本
方
針
」（
以
下
、「
基
本
方
針
」）

を
策
定
し
、
❷
対
象
事
業
の
選
定
を

行
い
、
❸
競
争
入
札
を
実
施
す
る
と

い
う
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
解
で
き

る
。

　
❶
「
基
本
方
針
」
の
策
定

　

市
場
化
テ
ス
ト
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
民
間
事
業
者
へ
の
委
託
に
あ

た
っ
て
個
別
法
の
特
例
措
置
が
必
要

と
な
る
対
象
事
業
に
つ
い
て
、
国
が

あ
ら
か
じ
め
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革

基
本
方
針
」（
以
下
、「
基
本
方
針
」）

に
て
「
特
定
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
と
し

て
設
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

国
に
よ
る
「
基
本
方
針
」
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
事
業
者
や
地

方
公
共
団
体
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行

っ
た
上
で
、
省
庁
間
協
議
に
て
案
を

作
成
し
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
官
民

競
争
入
札
等
管
理
委
員
会
の
議
を
経

て
閣
議
決
定
を
行
う
。「
基
本
方
針
」

の
内
容
は
毎
年
見
直
さ
れ
、
必
要
に

応
じ
て
「
特
定
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
は

追
加
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
市
場
化

テ
ス
ト
に
て
、
個
別
法
の
特
例
措
置

が
必
要
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
市

場
化
テ
ス
ト
法
に
基
づ
か
な
い
形

で
、
地
方
自
治
体
が
条
例
や
規
則
等

を
制
定
し
、
独
自
に
官
民
の
競
争

入
札
を
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

　
❷
対
象
事
業
の
選
定

　

事
業
主
体
が
国
の
場
合
に
は
、「
基

本
方
針
」
内
に
て
、
対
象
事
業
の
選

定
も
同
時
に
行
う
が
、
地
方
自
治
体

の
場
合
に
は
、
国
の
「
基
本
方
針
」

と
は
別
に
地
方
自
治
体
が
「
実
施
方

針
」
を
策
定
し
、
対
象
事
業
の
選
定

を
行
う
。

　
❸
競
争
入
札
の
実
施

　

競
争
入
札
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
国
も
し
く
は
地
方
自
治
体
に
よ

っ
て
市
場
化
テ
ス
ト
の
対
象
と
な
る

個
別
の
事
業
ご
と
に
、
審
査
に
あ
た

っ
て
の
具
体
的
な
評
価
基
準
が
定
め

ら
れ
た
「
実
施
要
項
」
が
策
定
さ
れ

る
。

　

競
争
入
札
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、官
と
民
が
実
際
に
競
争
す
る「
官

民
競
争
入
札
」
と
官
側
が
参
加
せ
ず

民
間
の
み
で
競
争
す
る
「
民
間
競
争

入
札
」
が
あ
る
。「
官
民
競
争
入
札
」

を
採
用
し
た
場
合
に
は
、
官
側
の
発

　

本
稿
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
の
一
つ
と
し

て
近
年
新
し
く
制
度
が
定
め
ら
れ
た

市
場
化
テ
ス
ト
の
概
要
及
び
活
用
事

例
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
１　

�

市
場
化
テ
ス
ト
の
成
立
の

背
景

　　

市
場
化
テ
ス
ト
は
、
一
九
八
〇

年
代
の
英
国
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（N

ew
 P

ublic 
M

anagem
ent

：
民
間
企
業
の
経
営

理
念
を
公
共
セ
ク
タ
ー
に
活
用
す
る

考
え
方
）
の
思
想
の
中
で
発
達
し
た

制
度
で
あ
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
い
て
、
官
と
民
が
対
等
な
立

場
に
て
競
争
入
札
に
参
加
し
、
価

格
・
質
の
両
面
で
優
れ
た
も
の
が
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
担
う
仕
組

み
の
こ
と
を
指
す
。
日
本
で
は
、
平

成
19
年
５
月
26
日
、
行
革
関
連
５
法

と
共
に
成
立
し
た
「
競
争
の
導
入
に

よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す

る
法
律
（
以
下
、「
市
場
化
テ
ス
ト

法
」）」
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

市
場
化
テ
ス
ト
の
目
的
は
、
単
純

に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
へ
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
官
と
民
の
競
争
環
境
を

創
出
す
る
こ
と
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

質
と
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
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象
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
決
定
し
た
。

　

入
札
に
あ
た
っ
て
は
、
官
と
民
が

実
際
に
競
争
す
る
方
式
を
採
用
し
、

実
施
方
針
公
表
時
に
て
発
注
を
担
当

す
る
部
局
（
総
合
政
策
局　

企
画
財

政
部　

行
政
経
営
課
）
及
び
官
側
で

入
札
す
る
部
局
（
総
務
局　

総
務
部

　

管
財
課
）
を
明
示
し
、
発
注
部
局

と
応
札
部
局
の
情
報
の
交
換
を
遮
断

す
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　

入
札
は
、
総
合
評
価
一
般
競
争
入

札
方
式
に
て
実
施
さ
れ
た
。
民
間
事

業
者
７
団
体
が
参
加
表
明
を
示
し
、

最
終
的
に
は
官
側
を
含
め
４
団
体
が

入
札
に
応
じ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
事
業
は
官
側
が

落
札
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
入
札
価

格
は
、
官
側
が
約
１
億
５
千
万
円
と

最
も
安
く
、
民
間
３
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
約
１
億
８
千
万
円
と
な
り
、
官
と

民
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

審
査
講
評
で
は
、
審
査
会
よ
り
市

場
化
テ
ス
ト
は
「
前
例
主
義
に
陥
り

が
ち
で
コ
ス
ト
意
識
に
希
薄
な
市
職

員
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
る
も
の
」

で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　
４　

�

市
場
化
テ
ス
ト
の
課
題
と

展
望

　　

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
に
今
後
の

市
場
化
テ
ス
ト
の
普
及
に
あ
た
っ
て

の
課
題
と
展
望
を
示
す
。

　

第
一
に
、
官
と
民
と
の
競
争
環
境

の
創
出
に
関
す
る
課
題
で
あ
る
。

　

本
稿
に
て
取
り
上
げ
た
倉
敷
市
の

例
で
は
官
民
の
入
札
価
格
に
大
き
な

差
が
生
じ
て
お
り
、
官
民
の
適
切
な

競
争
環
境
の
創
出
が
い
か
に
難
し
い

か
を
物
語
っ
て
い
る
。
官
民
競
争
入

札
に
お
い
て
従
来
の
事
業
実
施
者
で

あ
る
官
側
の
有
利
は
明
ら
か
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
入
札
条
件
の
設
定
次
第

で
は
、
入
札
に
あ
た
っ
て
民
間
か

ら
の
応
札
が
得
ら
れ
ず
市
場
化
テ
ス

ト
自
体
が
形
骸
化
す
る
危
険
性
が
あ

る
。

　

発
注
者
は
、
市
場
化
テ
ス
ト
を
実

施
す
る
際
に
、
民
間
の
参
入
意
欲
が

高
い
事
業
を
選
定
す
る
こ
と
、
評
価

基
準
や
入
札
条
件
の
設
定
を
通
じ
入

札
に
あ
た
っ
て
官
民
の
公
正
な
競
争

環
境
を
創
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

十
分
に
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
行
政
組
織
の
効
率
化
の

効
果
に
関
す
る
課
題
で
あ
る
。

　

市
場
化
テ
ス
ト
の
導
入
に
よ
っ
て

特
定
の
事
務
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
効
率
性
が
確
保
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
し
た
行
政

職
員
の
余
剰
人
員
の
活
用
次
第
で
は

他
の
事
務
事
業
の
非
効
率
を
招
き
、

結
果
と
し
て
行
政
組
織
全
体
の
効
率

性
が
確
保
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

組
織
全
体
の
効
率
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、倉
敷
市
の
事
例
の
様
に
、

全
庁
的
な
事
務
事
業
評
価
の
観
点
か

ら
市
場
化
テ
ス
ト
の
導
入
可
否
が
検

討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　　

市
場
化
テ
ス
ト
は
、
指
定
管
理
者

と
異
な
り
、「
公
の
施
設
」
の
管
理

運
営
に
留
ま
ら
な
い
あ
ら
ゆ
る
行
政

事
業
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

今
後
の
市
場
化
テ
ス
ト
の
普
及
に
伴

い
、
公
的
資
産
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
民
間
事
業

者
の
参
入
の
幅
が
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

注
担
当
職
員
と
入
札
参
加
担
当
職
員

の
間
の
情
報
遮
断
措
置
が
図
ら
れ

る
。

　
３　

�
市
場
化
テ
ス
ト
活
用
の�

事
例

　　

続
い
て
、
市
場
化
テ
ス
ト
法
の
成

立
に
先
駆
け
て
市
場
化
テ
ス
ト
の
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
倉
敷
市
の
事

例
を
取
り
上
げ
る
。

　

倉
敷
市
は
、
市
場
化
テ
ス
ト
適
用

対
象
事
業
の
選
定
に
あ
た
っ
て
、
ま

ず
、
庁
内
の
全
２
，
３
２
１
件
の
事

務
事
業
の
う
ち
、
行
政
が
関
与
す
る

妥
当
性
の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
（
行

政
関
与
の
妥
当
性
が
な
い
場
合
に

は
、「
廃
止
」「
民
営
化
」
を
検
討
）

事
務
事
業
の
「
拡
大
」「
現
状
維
持
」

「
縮
小
」
の
方
向
性
を
提
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
各
事
務
事
業
に
つ
い

て
、民
間
実
施
の
可
能
性
を
検
討
し
、

行
政
に
よ
る
直
営
と
民
間
委
託
の
ど

ち
ら
が
有
効
で
あ
る
か
が
明
ら
か
で

な
い
事
業
３
件
を
市
場
化
テ
ス
ト
導

入
対
象
候
補
と
し
て
選
定
し
た
。

　

導
入
対
象
候
補
３
件
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
、
法
制
度
、
民
間
事
業
者
の

参
入
意
欲
の
観
点
か
ら
市
場
化
テ
ス

ト
実
施
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
の

検
証
を
行
い
、
最
終
的
に
「
車
両
維

持
管
理
業
務
」
を
市
場
化
テ
ス
ト
対

〈
筆
者
略
歴
〉

㈱
日
本
総
合
研
究
所

　

総
合
研
究
部
門　

研
究
員

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

平
成
19
年　

株
式
会
社
日
本
総
合
研

究
所
に
入
社
、
現
在
に
至
る
。

専
門
分
野
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、

都
市
開
発
、
緑
地
計
画
に
関
す
る
調

査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
。

片桐　亮


